


□
次
の
文
章
を
読
ん
で、

後
の
問
に
答
え
よ。
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（
八
木
雄
-

『

1
人
称
単
数
の
哲
学」
に
よ
る）
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あ
や
し
の
よ
が
た
り

次
の
文
章
は、

江
戸
時
代
中
期
の
文
学
者、

荒
木
田
麗
女
に
よ
る
怪
異
物
語
集『
怪
世
談』
の
「
飛
頭
蛮」
の
一

節
で
あ
る。

陸
奥
の
守
は、

最
近、

口
屋
敷
に
仕
え
始
め
た、

美
し
い
奉
公
人
の
女
の
も
と
に
忍
ん
で
行
こ
う
と
し
て
い
る。

こ
れ
を
読
ん
で、

後
の
問
に
答
え
よ。

-8-



【

注
】

〇
守1

陸
奥
の
守
の
こ
と。

0
飛
頭
蛮

ー
首
が
抜
け
て
宙
を
飛
ぴ
回
る
怪
異゚

〇
つ
だ
み
ー
ー
点孔
児
が
乳
を
吐
く
こ
と。

0
御
達

貴
族
の
家
に
仕
え
る、
身
分
の
高
い
女
房°'

0
打
ち
ま
き
ー
ー
魔
除
け
の
た
め
に
ま
く
米。

0
ど
う
も
な
＜

ー
動
ず
る
こ
と
な
く。

〇
鋪
が
島

1
陸
奥
の
塩
寵
の
近
く
に
あ
る
小
島
で
歌
枕゚

0
ろ
な
う
|
|「
論
無
く」
の
転
訛。
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曰
次
の
文
章
を
読
ん
で、

後
の
問
に
答
え
よ。

但
し
設
問
の

関
係
で
送
り
仮
名
を
省
い
た
部
分
が
あ
る。
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問一 問

せ
よ。

【

注
】

お
く
り
な

0
王
文
正

王
且。
字
は
子
明、
文
正
は
謡。
北
宋
真
宗
初
期
の
宰
相。
太
尉
と
あ
る
の
は
死
後
に
贈
ら
れ
た
称
号。

0
局
量

�
量。

0
埃
墨

ー
ス
ス。

0
庖
肉

1口
所
に
あ
る
肉。

0
甕
人

ー
料
理
人。

0一
斤
ー
�
六
四
0
グ
ラ
ム。

0
主
者

�
任
者。
こ
こ
で
は、
門
の
修
理
を
す
る
大
工
の
棟
梁
を
指
す。

〇
廊
照

�
宅
の
東
西
に
あ
る
細
長
い
屋
根
付
き
の
建
物。

0
拠
鞍

ー
馬
の
鞍
に
よ
り
か
か
る。

〇
控
馬
卒
|
|
馬
の
口
取
り。
馬
の
口
に
つ
け
た
縄
を
取っ
て
ひ
く
人。

0
歳
満ー
|
年
季
が
明
け
る。
奉
公
の
年
限
が
満
了
す
る
こ
と。

波
線
部
a「
幾
何」
b「
暫」
c「
復」
の
読
み
を、
そ
れ
ぞ
れ
ひ
ら
が
な
で
記
せ。

傍
線
部
ー「
家
人
慾
試ー一
其
墓
」
に
つ
い
て、
「
其」
が
何
を
指
し
示
す
か
を
明
示
し
た
上
で
現
代
語
訳
し、
具
体
的
に
何
を
し
た
の
か
説
明

傍
線
部
2「
庖
肉
為二
要
人
所＞
私」
を
書
き
下
し
て、
現
代
語
訳
せ
よ。

〇
俯
伏

ー
ひ
れ
伏
す。

（
沈
括「
夢
渓
筆
談』
に
よ
る）
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